
令和3年度　地方創生拠点整備交付金事業の効果検証について

検証実施年度：令和3年度　検証年度：令和2年度

事業費

(うち、交付金額)
市の効果検証

外部有識者による

効果検証

(単位：円)
R2年度

目標値

R2年度

実績値
取組状況・事業の効果 意見等

23,987,700

①
中央市の社会増減

数
10人 2人 未達成

(11,918,967)

②

中央市農村公園の

年間利用団体数

（増加数）

0団体 16団体 達成

No 対象事業名 事業概要

KPI

（重要業績評価指標） 達成・

未達成
指標

議会による効果検証

・市の魅力発信の一つとして、地元農家と連携した取り組みを検討してほ

しい。

・シルクハウスのオリジナル食事メニューの充実を図ってほしい。

・眺望を活かした取り組みを検討してほしい。

・利用状況等に応じて、将来的にはさらなる施設の充実を検討してほし

い。

◆中央市人口の社会増につながる取組について

・人口の社会増のために、安心感を持ってもらえるような施策を推進し、市の強みの強化と弱点の解消に努めるとともに、それ

らをわかりやすく伝えるための情報発信の強化に努める。

・交流人口等の増加のため、新たな機能強化を検討するとともに、リピート利用者や、その関係者等の利用促進に努める。

◆利用団体数の増加につながる取組について

・新規利用者獲得のため、SNS等を活用した情報発信に努めるとともに、指定管理者と連携して施設の魅力を高める取り組みを

推進する。

・市HPの充実を図りつつ、予約システムの構築等の充実は、指定管理者と協議を行い改善に努める。

・様々な人が利用しやすい環境整備に努めるとともに、周辺施設や関係者と連携して魅力ある地域づくりに努める。

◆その他施設や中央市の魅力を伝える取組等について

・指定管理者と連携し、効果的な情報発信を強化するとともに、地元や周辺地域の特産品等を活用した取り組みを推進する。

意見等

今後の方針

理由等

1

スポーツと農業を活か

したにぎわいの拠点整

備事業（中央市農村公

園シルクハウス整備事

業）

YSKe-comシルクパーク（中

央市農村公園）内に、スポー

ツと農業を活かしたにぎわい

づくりの拠点施設を整備し、

来訪者及び利用者に市の魅力

を発信し、移住・定住の促進

を行う。

①施設整備の完成が令和3年2月であり、共用

開始は4月からとなったため令和3年度は、よ

り本施設や本市の魅力の発信を強化する。

②新型コロナウイルス感染症の影響により、前

年度実績は下回ったが、目標値は上回ることが

できた。今後は人工芝グラウンドの魅力を周知

していく。

※別紙参照


